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マテリアル×AIの人材育成の取り組み

マテリアル戦略有識者会議（第14回）
3/5(木)10:00-12:00

沼田圭司

京都大学 大学院工学研究科 材料化学専攻
文科省 データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクト
京都大学拠点（バイオ・高分子マテリアル／高度循環マテリアル領域）
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バイオ・⾼分⼦ビッグデータ駆動による完全循環型バイオアダプティブ材料の創出拠点

カーボンニュートラルの実現には⼆酸化炭素から合成されると共に環境循環型のバイオアダプティブ材料や、⼆酸化炭素を分離・回収する機
能材料が求められ、Well-Being社会にはQOLを向上させるバイオマテリアルが必要不可⽋である。また、⾼分⼦材料は多様な⾃然環境・⽣体環
境・⼯業プロセスで利⽤されており、⽇本における基幹材料の⼀つである。本拠点研究では、⽇本固有のビッグデータと⼤型研究施設を基軸
としたマテリアル研究開発のプラットフォームを京都⼤学を中⼼に拠点化する。重要な実装領域である、⾼タフネス・環境低負荷⾼分⼦、⾼
度循環型⾼分⼦、QOLバイオマテリアル、および⼆酸化炭素分離回収材料を含む機能性バイオアダプティブ材料の開発を⽬指す。

拠点概要
代表機関︓京都⼤学

データ活用促進グループ

理論計算グループJRR3    SPring-8

カーボンニュートラル & Well-Being社会を実現するバイオアダプティブ材料
Pr1:サーキュラー高分子

高度な資源循環と環境負荷低減を
示す高分子材料

Pr2:QOLバイオマテリアル
Society5.0/Well Being社会に必要な人に優しい

バイオ材料
完全分解性材料
バイオゴム
人工タンパク質材料

ドラッグデリバリー材料
生体ステルス材料
再生医療足場材料
抗体材料

Pr3:CO2分離回収材料
カーボンニュートラル社会の実現

CO2分離膜
自己修復膜
CO2吸収材

材料創製
グループ

PL 酒井教授 PL 星野教授
耐水性

タンパク質

マイクロプラスチックを
生じない繊維材料

Nature Materials 2023細胞親和性に優れた材料 Nat Commun 2024, ACS AMI 2024

世界初・日本発 バイオ・高分子ビッグデータ

計測評価グループ

無機有機
(MOF-高分子)
ハイブリッド膜

Nat Commun 2024
Adv. Funct. Mater 2024
Adv. Funct. Mater 2024
Adv. Mater 2024

鳴瀧教授
東京科学大

佐藤教授京都大学

内藤博士
NIMS

荒川教授
慶應大学

PL 沼田

利用分野を問わず、高分子材料のビッグデータを利用した包括的な材料創出基盤は世界初の試み.
世界初・日本発データベースと独自の分子・材料設計理論が日本発のマテリアルDxを可能にする.
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研究開発プロジェクト本格型

京都大学拠点
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バイオ・⾼分⼦マテリアルDx論 @京都⼤学⼤学院⼯学研究科材料化学専攻 2024年度後期 開講
担当教員 沼田圭司
配当学年 修士一回生から、博士課程まで（京大拠点内の学生は聴講可能）

単位数 1.5
授業形態 オンラインおよび実地学習

【講義概要・目的】
世界的に高分子材料のマテリアルDXは進んでおらず、京都大学が高分子材料のマテリアルDXを学問として提案、確立し、人材を輩出することは、京都大学が当
該分野を牽引するという社会的責務からも重要である。本講義では、バイオ・高分子材料の開発において、理論計算やビッグデータからの予測に基づいた方法論
と現状を理解し、マテリアルDX人材を京都大学から輩出することを目指す。講義の内容は、高分子の理論、計算、自動計測・自動解析、対応した合成論からなる
座学、および研究室や大型研究施設における演習から成る。講師は産業界、他大学からも招聘する。

【到達目標】
高分子に関するビッグデータの構築手法および利用方法を身につけ、自らの目的バイオ・高分子材料を効率的に開発するマテリアルDX論を修得する。

【授業計画と内容】
高分子科学の基礎沼田

高分子科学の基礎、特に分子構造と物性の関係性を中心に解説する。
バイオ・高分子の計算（３回）松林、吉田、杉田

MD等の計算手法を用いた高分子の物性予測などについて解説する。
自動測定・解析とデータ蓄積（２回）眞弓、李
バイオ・高分子材料の自動計測・自動解析に関して、大型研究施設である放射光などの例を中心に解説する。

ビッグデータ・機械学習を利用した分子設計（３回）澤田、加藤、林、内藤
バイオ・高分子の測定データから新規に分子設計する手法論を実践を交えて解説する。

生成AIを利用した分子設計（1回）荒川
バイオ・高分子のデータベースから生成AIを利用した分子設計を実践を交えて解説する。

実地見学（1回）
自動測定・解析とデータ蓄積の現場として、放射光施設などを見学し、実際の測定などを解説する。

各回40から60名が、京大内外から受講。
リカレントなどにも利用予定。
京大外部の場合、4月頭に登録の必要あり。



マテリアルＤＸリサーチ・フェロー(RF)制度 

令和５年度実績

京都大学大学院 (M1, M2) ５名
北海道大学大学院 (M1) １名
九州大学大学院 (M1, M2) ３名
筑波大学大学院 (M2) １名

合計 １０名

令和６年度実績

京都大学大学院 (M1, M2) ３名
北海道大学大学院 (M1) １名
九州大学大学院 (M1) ３名
筑波大学大学院 (M1) １名
名古屋大学大学院 １名

合計 ９名

令和７年度採用者

京都大学大学院 (M1, M2) ２名
北海道大学大学院 (M1, M2) ２名
九州大学大学院 (M1, M2) ２名

合計 ６名

期待される効果：博士課程における奨学金やRA/RF制度は大学や期間毎に多少の差があるものの、ある程度整備されてきて
いる。一方で、博士進学を検討する修士課程においては、RA/RF制度の整備は限定的である。本拠点では博士進学を想定して
いる修士課程の学生に対して、RA/RFを支給することにより、更なる研究の加速と優れた研究人材の確保に繋がることを期待し
ている。

京大拠点が構築するデータベースを利用したデータ駆動型研究を普及し関係する

若手人材を育成するため、参画修士学生の博士進学を加速するRA/RF制度

リサーチフェロー（RF): 経済的支援（月額８万円程度）

令和８年度採用者

京都大学大学院 (M1, M2) ５名
北海道大学大学院 (M1, M2) ２名
九州大学大学院 (M1, M2) ３名

合計 １０名
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⾼分⼦学会

新領域研究グループ名： 高分子材料Dx研究グループ （2025年12月設立）

運 営 委 員

所属・職名 氏名
京都大学・教授
東京大学・教授
九州大学・教授
九州大学・教授
統計数理研究所・助教
東京大学・教授
NIMS・副センター長
東京科学大学・教授
慶應義塾大学・所長/教授

沼田圭司
酒井崇匡
星野友
加藤幸一郎
林慶浩
塩見淳一郎（非会員）
内藤昌信
鳴瀧彩絵
荒川和晴（非会員）
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⾼分⼦材料Dx 研究グループ 研究会
主題︓⾼分⼦材料Dx研究のキックオフ
• 3月17日午後に理研（和光）にてキックオフ研究会を開催予定.
• 高分子学会内外のメンバーで実施.
• 現状、120名程度の登録.
• 企業からの参加者が6割ほど.
• 2026年度中に研究グループから研究会に格上げし、コンソー

シアム化する予定.

吉田亮教授
統計数理研究所

塩見淳一郎教授
東京大学

林慶浩助教
統計数理研究所

荒川和晴教授
慶應義塾大学


